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孔
子
学
院
と
北
陸
大
学

　
石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
私
立
大
学
の
北
陸
大
学
は
今
春
、
中
国
政

府
が
世
界
各
国
の
大
学
等
と
の
共
同
設
立
を
進
め
て
い
る
教
育
文
化

施
設
「
孔
子
学
院
」
を
日
本
で
三
番
目
、
世
界
で
四
〇
番
目
に
開
設

し
た
。

　
孔
子
学
院
と
は
、
中
国
語
と
中
国
文
化
の
普
及
を
通
じ
て
、
世
界

各
国
と
中
国
と
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
を
促
進
す
る
中
国
の
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
中
国
政
府
は
北
京
に
孔
子
学
院
本
部
を
開

設
し
て
、
将
来
的
に
は
世
界
一
〇
〇
校
の
大
学
な
ど
と
共
同
で
各
国

に
孔
子
学
院
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
急
激
な
経
済
成
長

に
よ
っ
て
世
界
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

す
る
中
、
平
和
と
友
好
を
基
調
と
す
る
外
交
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
行
き

過
ぎ
た
経
済
至
上
主
義
を
制
御
す
る
基
軸
と
し
て
、
孔
子
の
豊
か
な

精
神
性
を
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
北
陸
大
学
は
、
以
前
か

ら
中
国
と
の
文
化
交
流
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た

実
績
が
あ
り
、
中
国
か
ら

の
留
学
生
の
受
け
入
れ

や
、
学
生
を
中
国
で
の
研

修
に
派
遣
す
る
「
平
成
遣

中
使
」
の
実
施
な
ど
、
若

い
世
代
間
の
交
流
を
進
め

て
き
て
い
る
。
留
学
生
別

科
で
は
、
中
国
現
地
で
入

学
試
験
を
行
っ
て
、

昼間の「楽しい中国語会話」

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
大
学
、
大
学
院
等
に
入
学
す
る
中
国
人

学
生
の
た
め
の
準
備
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
大
学
と
の
交
流
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
北
京
語
言
大
学
、

南
京
大
学
、
蘇
州
大
学
等
二
〇
校
と
提
携
し
て
、
学
部
編
入
学
に
よ

る
ダ
ブ
ル
・
デ
イ
グ
リ
L
制
や
学
部
卒
業
生
を
修
士
課
程
に
進
学
さ

せ
る
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
生
涯
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
「
北
陸
大
学
オ
ー

プ
ン
大
学
」
を
開
設
し
て
、
中
国
語
・
中
国
文
化
関
係
で
は
、
「
は
じ

め
て
の
中
国
語
」
、
「
使
え
る
中
国
語
」
、
「
隣
国
は
今
」
、
「
ア
ジ
ア
学
」
、

「
漢
方
・
薬
膳
で
防
ぐ
生
活
習
慣
病
」
、
「
海
外
研
修
～
中
国
漢
方
薬
膳

の
旅
」
等
、
多
彩
な
講
座
を
地
域
に
提
供
し
て
き
た
。
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そ
れ
ら
の
実
績
の
上
に
、
中
国
に
関
心
を
寄
せ
る
人
す
べ
て
に
中

国
語
及
び
中
国
語
文
化
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
、
社
会
に
開
か
れ
た

孔
子
学
院
を
設
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
で
も
熱
い
注
目
を
浴

び
て
い
る
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
孔
子
学
院

　
北
陸
地
方
は
、
日
本
海
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
と
の
人

物
・
経
済
交
流
が
盛
ん
な
地
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
中
国
語
が
で
き
る
人

の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
海
側
初
の
孔

子
学
院
設
立
で
地
域
の
二
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
講
座
の
受
講
生
は
、
中
国
語
の
学
習
を

切
実
に
必
要
と
し
て
い
る
五
〇
歳
台
の
社
会
人
が
大
部
分
と
の
こ
と
。

仕
事
上
必
要
と
し
て
い
た
と
か
、
中
国
に
旅
行
し
て
そ
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
た
と
か
、
動
機
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
ど
い
う
。

　
現
在
の
講
座
は
、
中
国
語
が
主
で
、
入
門
か
ら
上
級
ま
で
一
ニ
ク

ラ
ス
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
九
〇
分
授
業
で
、
昼
間
の
グ
ラ
ス
も
夜

の
ク
ラ
ス
も
あ
る
が
、
夜
の
ほ
う
が
社
会
人
を
中
心
に
受
講
生
が
多

く
、
昼
間
の
ク
ラ
ス
に
は
比
較
的
時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
が
多
い
そ

う
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
最
上
級
の
ク
ラ
ス
と
し
て
「
中
国
語

同
時
通
訳
」
講
座
が
あ
る
こ
と
で
、
最
前
線
で
活
躍
す
る
同
時
通
訳

者
を
目
指
し
て
一
〇
名
も
の
受
講
生
が
熱
心
に
学
ん
で
い
る
と
の
こ

孔子像の立つコミュニティ・ハウス入口

と
で
あ
る
Q
そ
の
ほ
か
、

薬
学
部
を
有
す
る
北
陸
大

学
の
特
色
あ
る
講
座
と
し

て
「
中
国
医
学
」
が
開
講

さ
れ
て
お
り
、
健
康
に
関

心
の
あ
る
女
性
層
を
中
心

に
多
く
の
受
講
生
を
集
め

て
、
人
気
の
高
い
講
座
と

な
っ
て
い
る
Q

　
講
座
は
、
孔
子
学
院
が

置
か
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
と
い
う
、
木
の
温
も
り
を
生
か
し
た
施
設
の
教
室
を

使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
も
あ
っ
て
、
孔
子
学
院
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
メ
ニ
ユ
ー
に

飲
茶
セ
ッ
ト
も
登
場
し
て
い
る
。
地
域
住
民
が
溶
け
込
み
や
す
い
、

こ
じ
ん
ま
り
し
た
、
温
か
み
の
あ
る
施
設
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
講
座
の
ほ
か
、
北
陸
大
学
孔
子
学
院
は
石
川

県
内
の
高
校
で
の
中
国
語
授
業
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
特
色
あ
る
授

業
科
目
の
一
つ
と
し
て
中
国
語
を
取
り
入
れ
て
い
る
高
校
が
増
え
て

き
て
い
る
の
で
、
こ
の
取
組
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
今
後

は
企
業
や
公
民
館
、
町
内
会
等
へ
の
出
張
講
座
も
実
現
さ
せ
た
い
と
、

地
域
へ
の
拡
大
に
意
欲
を
示
す
。
こ
れ
か
ら
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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